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➢ 令和5年11月から令和6年11月までの活動実績



① 高浜発電所に関して特に必要と認められる事象があれば、
参考人招致を行う。

② 避難先となる自治体との連携状況、高浜発電所に関して調
査や確認が必要と認められる案件、住民避難に関わるインフ
ラの整備状況についての現地視察を行うほか、京都府原子力
総合防災訓練に参加する。

③ 住民避難に関する意見交換や廃炉に関する勉強会等を行う。

④ 第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画における「原子力防
災への対応」に関する事項の進捗状況を点検・評価する。

舞鶴市議会

原子力防災・安全等特別委員会 活動総括（令和5年11月～令和6年11月）

●設置目的：関西電力高浜発電所等に係る原子力防災及び安全性についての調査研究及び審査

◆ 計８回の委員会を開催。請願の審査や第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画の点検評価の
ほか、委員会の活動内容に関する協議等を行った。

◆ 京都府原子力総合防災訓練に参加して改善が必要と感じた点について取りまとめ、担当課
へ伝達したほか、住民避難計画に関する勉強会等を通じて状況把握等に努めた。

今期委員会の概要

今期の活動計画

① 参考人招致が必要と判断される事象はなかった。

② 勉強会等を通じて状況を確認し、現地を確認すべ
き事項は特になかった。また、京都府原子力総合防
災訓練に参加し、改善すべき事項を取りまとめて執
行機関へ伝達した。

③ 執行機関を交えて意見交換を行った。また、廃炉
に関しては勉強会等が必要な大きな変化はなかった。

④ 執行機関の説明と質疑応答により状況を確認し、
評価意見を取りまとめて執行機関へ提出した。

活動計画を踏まえた対応

【委員名簿】

委 員 長 眞 下 隆 史 新政クラブ議員団

副委員長 川 口 孝 文 自民党鶴政クラブ議員団

委 員 尾 関 善 之 自民党鶴政クラブ議員団

委 員 小 西 洋 一 日本共産党議員団

委 員 廣 瀬 昇 市民クラブ舞鶴議員団

委 員 眞 下 弘 明 新政クラブ議員団

委 員 松 田 弘 幸 公明党議員団

【令和4年12月16日設置】



舞鶴市議会

原子力防災・安全等特別委員会 活動総括（令和5年11月～令和6年11月）

原子力災害に関する訓練に委員会として参加
し、避難行動や誘導・運営などについて確認・
検証されたい。

次年への申し送り事項

今期の主な取組

防災訓練を経て改善事項を伝達 総合計画の点検評価請願審査

【実施日】令和6年10月18日・29日

●進捗状況を確認して評価意見を提出

［点検評価項目］
・原子力防災への対応強化
・原子力防災への取組

【実施日】令和6年3月22日

●市民から提出された請願を審査

・紹介議員による説明、質疑
・請願人による発言（休憩中）
・委員間討議、討論、採決

【実施日】令和6年1月

●改善事項を取りまとめて担当課へ伝達

・要配慮者避難用のタクシー、一時集
結場所における設備や備品、通過証
発行時の事務作業等に関する改善

法律の整備や避難路の整備に関する国・京都
府への要望内容と対応状況について確認・検証
されたい。

広域避難時の避難先自治体の受入れ態勢等を
確認するための現地視察、避難路の整備状況を
確認するための現地視察を適宜検討されたい。

※ 調査研究が不十分な点もあり、議会からも働きかけて、住民避難計画の実効性を高めていく必要があると
考えることから、原子力防災・安全等特別委員会の活動を今後も継続する。


